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ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
ま
し
ょ
う

行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の

　

身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
尽
力

●�
収
集
日
以
外
の
日
に
、ご
み
が
出

さ
れ
て
い
る

●�

通
り
す
が
り
で
ご
み
を
出
し
て
い

く
の
で
、地
元
の
人
の
ご
み
が
入

ら
な
い

な
ど
と
い
っ
た
内
容
の
声
が
よ
く
役

場
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。ご
み
集
積
か

ご
は
、地
元
で
管
理
す
る
地
元
の
方

の
た
め
の
か
ご
で
す
。ご
み
は
、お
住

ま
い
の
地
区
で
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、収
集
日
以
外
に
ご
み
を
出

さ
れ
る
と
、不
法
投
棄
の
も
と
と

な
っ
た
り
、地
区
の
環
境
も
悪
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。ご
み
は
、お
住
ま

い
の
地
区
で
、決
め
ら
れ
た
日
・
決

め
ら
れ
た
時
間
・
決
め
ら
れ
た
場
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
地
域

総
括
評
価
官（
在
和
歌
山
行
政
監

視
相
談
セ
ン
タ
ー
）よ
り
、業
務

遂
行
に
特
に
尽
力
さ
れ
た
行
政

相
談
員
に
対
し
、感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
田
敏
さ
ん
は
、平
成
29
年
４

月
１
日
よ
り
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、み
な
さ
ま
の
相
談
相
手

と
し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手
続

き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
、そ
の
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無

報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

—

行
政
相
談
員

　
嶋
田 

敏
氏
に
感
謝
状—

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

　

６
月
17
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、

弁
護
士
の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
６
３･

２
７
５
１
）ま

で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

通話録音機の
貸し出しについて

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
や
振
り
込
め
詐
欺
に
対
し
、警
告
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
録
音
機
能
に
よ
り
、消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
繋
げ
る

「
通
話
録
音
機
」を
貸
し
出
し
ま
す
。

・
使
用
方
法　

�

固
定
電
話
に
接
続
す
る
と
、電
話
の
発
信
者
に
対

し
て「
こ
の
電
話
は
犯
罪
防
止
の
為
、会
話
の
内

容
が
録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。」等
の
警
告
を
発
し
、

録
音
を
行
い
ま
す
。

・
対
象
者　
　

�

一
人
暮
ら
し
で
65
歳
以
上
の
方
。機
器
を
設
置
で

き
る
固
定
電
話
を
お
持
ち
の
方
。

・
申
込
期
間　

令
和
元
年
６
月
10
日
～
21
日

　
　

※�

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、一
世
帯
に
１
台
の
貸
し
出
し
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】日
高
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）
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第
二
子
以
降
の
保
育
料
が

無
料
に
な
り
ま
す

　

保
育
所
入
所
に
か
か
る
保
育
料

は
、第
二
子
か
ら
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、第
二
子
は
所
得
制
限
が

あ
り
、両
親
の
町
民
税
所
得
割
額
が

５
万
７
千
７
百
円
未
満
の
世
帯
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

病
院
内
保
育
所
や
町
外
の
幼
稚
園

な
ど
へ
の
通
園
も
同
様
に
対
象
と
な

り
ま
す
。幼
稚
園
の
場
合
の
所
得
制

限
は
税
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
二
子
以
降
に
か
か
る
保
育
料

無
料
化
の
適
用
を
う
け
る
た
め

に
は
、役
場
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎

６
３
・
３
８
０
０
）ま
で
。

●
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
15
歳（
中
学
校
修
了
前
）

ま
で
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
、こ
の
お
子

さ
ま
の
ご
両
親
は
児
童
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

●
支
給
月

　

原
則
と
し
て
、毎
年
度
の
６
月
、10

月
、２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
と
き

・�

支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
が
増

え
た
、も
し
く
は
減
っ
た

・�

受
給
者
、も
し
く
は
養
育
し
て
い

る
お
子
さ
ま
の
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た

・�

受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、も

し
く
は
公
務
員
で
な
く
な
っ
た

・�

振
り
込
み
口
座
が
変
わ
っ
た（
受

給
者
名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
）

　

右
記
の
他
に
、児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
現
況
届
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

児
童
手
当
制
度
は

�

ご
存
知
で
す
か
？

現況届を忘れずに！
　児童手当を受けている方は、６月中に『現
況届』を提出する必要があります。
　この現況届は、受給者の前年の所得状況と
お子さまの扶養状況などを確認するもので
す。現況届の提出がない場合、児童手当の受
給資格があっても６月分以降の手当が受け
られませんので、忘れずに手続きをしてくだ
さい。
　現在、児童手当を受けている方には６月以
降、役場から通知いたしますので、手続きを
お願いします。

養育されている方の所得が
所得制限以下
の場合
（月額）

所得制限を
超える場合
（月額）

養
育
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ま
が

０～３歳未満 15,000円

5,000円
（一律）

３歳～
小学校修了前

第１子・第２子
10,000円

第３子以降
15,000円

中学生 10,000円

●支給額


